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Previous redevelopment is old-fashioned, they have been flooding thearchitecture based on the 
principle of the capitalist economy has furtherurban context. 
It was placed in the lower part a commercial facility which focuses on high-income earners target, to 
ensure the volume ratio is just the buildings were made reasonably in the established value system. 
Space that was born by redevelopment, landscape is not inhuman, took theplace people came to 
live together. 
Redevelopment think in that city full of people's lives as former Japanese landscape, creating 
a landscape that can live as a community dealextensively with the most important cities. 
In particular, dense residential area is a wooden area there is a need to goupdate them to build 
a human space while retaining the historic city cameby laminating. 
 
 
 
１． はじめに 
旧態以前の再開発は、都市が持つ文脈を一層し資本主
義経済の原理に基づき建築を乱立させて来た。	 
ターゲットを高所得者層に絞った商業施設を低層部に配
置したこと、容積率を確保することは既成の価値体系の
中で合理的に建築が作られたに過ぎない。	 
その再開発によって生まれた空間、風景は非人間的なも
のであり、人々が共に生きる場を奪って来た。	 
	 かつての日本の風景のように人々の生活が都市に溢れ、
共同体として生きていける風景を造り出すことが都市を
広範囲に扱う再開発では最重要と考える。	 
	 特に、木造密集地帯である住宅街は都市が積層させて
来た歴史を残しつつ人間的な空間を造るために更新させ
て行く必要がある。 
 
２． 研究要旨 
（1）敷地条件 
計画敷地:東京都新宿区西新宿五丁目/	 
	 	 	 	 	 渋谷区本町三丁目	 
敷地面積:1672 ㎡	 
建築用途：第二種住居地域/第一種住居地域	 
	 
	 （2）歴史	 
 敷地を挟む暗渠「神田川笹川支流」はかつて「逆さ川」 
と呼ばれる愛称で親しまれ、農業用水として周辺の 
住民にとって生きていくためになくてはならない 
存在だった。 
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（3）再開発のプロセス 
・ 暗渠を川に戻す 
・ 既存住居の構造体のみ残し解体 
・ nLDK平面を解体し組み立て直す 
 
	 都市の文脈を残した再開発を行うために、計画敷地
の特徴的な暗渠を川に戻し、川に面する住居を既存の
構造体のみ残して解体する。 
木造密集地帯の縦詰まりを解決するためにまだ耐用年
数に達していない建築をすべて解体工事するのでなく、
一住居一家族を成り立たせている壁、床、天井のみ解
体する。 
そうすることで、住居に輪郭を残したまま一家族で閉
ざされた住戸の概念を壊す。 
 
 
                              図 2 既存住戸平面図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（4）再開発概要	 
敷地:     新宿区西新宿五丁目/	 
	 	 	 	 	 	 	 	 渋谷区本町三丁目	 
用途:     既存住宅 14戸/新規住宅 10戸 
        その他貸しスペース 5戸/ 
        飲食 3店舗 
敷地面積:	 1672 ㎡	 
階数:	 	 	 	 	 2 階	 
構造:	 	 	 	 	 既存（木造）/新規（鉄板構造）	 	 	 	  
	 
３． 結論	 
	 既存の構造体と複雑に構成された床、壁、天井によっ
て川沿いに多様な風景が生まれる。 
複雑さは旧態依然の再開発とは正反対の人間的な空間と
なり、川を中心とした共同体が生まれる。 
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